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１．概要（Summary） 

 Genocel@は細胞培養用のゼラチン繊維細胞足場基材

である。これは膨潤させて使用するが、膨潤状態での形

状観察、硬さ（弾力）の測定は困難であった。 

今回、これまで不可能だった膨潤状態での物性値取得を

目指し、走査型プローブ顕微鏡（AFM）を用い、測定の

可否を検証した。 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

走査型プローブ顕微鏡システム 

【実験方法】 

1) カンチレバーbiosphereB100-FM（ばね定 2.8N/m、

スフィア直径 100nm）を用い、膨潤状態の Genocel®

（シートタイプ）の形状を測定。 

2) カンチレバーbiosphereB100-FM を用い、膨潤状態

の Genocel@ (パウダータイプ)の繊維の硬さ（ヤング

率）を測定。 

3) カンチレバーCP-CONT-BSG-A（ばね定数 0.2N/m、

スフィア直径 5μm）を用い、膨潤状態のパウダー

Genocel@（パウダータイプ）の繊維の硬さ（ヤング率）

を測定。 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

1) シートタイプでは繊維と繊維が重なっているため、

AFMで測定するには不向きであることが分かった。 

2) 表面の形状測定は出来なかったが、硬さ（ヤング率）

測定は出来ることが分かった。 

ヤング率 573.2-697.9kPa（n=3） 

3) より軟らかいものに適したコロイドプローブカンチレバ

ーにより硬さ（ヤング率）測定。 

ヤング率：1回目 3-8kPa(n=9) 

2回目 14-56kPa(n=9) 

測定は可能だったが、Genocel@の膨潤後サイズが

大きいため、超微小材料機械変形評価装置の方が適して

いる可能性がある。また柔らかい素材のため、スライドガラ

ス上での固定法の検討が必要。 
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